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［ ］背景・ねらい

三重県の早期栽培水稲では、低温期の３月上旬から浸種作業が始まる。 ℃未満の低10

水温で浸種を行うと発芽が不良となる場合があるが、発芽率が低下しやすい種子の条件は

明らかになっていない。そこで、本県の主たる栽培品種について、産地、ロット、産年、

貯蔵期間が異なる種子を供試して、低水温浸種が発芽率に及ぼす影響について検討し、さ

らに発芽率の低下が起こる浸種条件を明らかにする。

［ ］成果の内容・特徴

１．低水温（５～６℃）と適水温（ ～ ℃）で５日間浸種した品種、産地、生産者、12 13

ロット、産年、貯蔵期間が異なる水稲うるち種子 点の発芽率を比較すると、 点34 23

（ ％）は低水温浸種の５日目の発芽率が適水温浸種の発芽率より有意に低い。適水68

温浸種の発芽率と低水温浸種の発芽率には高い相関関係が認められ、適水温浸種の発

芽率が低い種子ほど低水温浸種で発芽率は低下しやすい（図１ 。）

２．低水温浸種の５日目の発芽率が ％未満の種子が８点（ ％）あり、これらの種子70 24

は生産現場においても低水温浸種で発芽不良が発生する危険性が高い（図１ 。）

３．低水温浸種による発芽率の低下と品種、産年及び貯蔵期間との関係は明らかでなく、

（ ） 。 、前年産 貯蔵期間 年 でも低水温浸種で発芽率が低下しやすい種子がある また0.5

同一品種・産地であっても、ロットによって低水温浸種による発芽率の低下程度は異

なる（図１ 。）

４．浸種期間の水温条件を変えて浸種したところ、３日目の発芽率には浸種期間の積算水

温が影響するが、５～ 日目の発芽率には浸種直後 時間の水温が強く影響する。10 24

浸種直後 時間を低水温（ ℃）で浸種した種子は、その後を適水温（ ℃）で24 5.9 13.3

浸種しても発芽率は回復しない（図２ 。）

５．低水温（ ℃）で２～ 時間、含水率 ～ ％まで浸種した後、５日間風乾した5.2 24 18 26

種子の発芽率は、無処理種子に比べて低下する（表１ 。）

６．低水温浸種による発芽率の低下は、種子の吸水期（ 相）初期における低温水の吸水A

によって引き起こされる。

［ ］成果の活用面・留意点

１．種子の安定供給、水稲育苗管理指導の参考となる。

２．三重県で栽培される主要なうるち品種の、採種後４ヶ月以上経過した種子を供試して

得られた結果である。品種や種子の休眠程度によって低水温浸種にともなう発芽反応

は異なる可能性がある。




